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技場, National Gymnasium for the Tokyo 
Olympics〉であった。
 二重の吊り構造のダイナミズムばかりが目立つけれ
ど、案の最初の段階では、客席部分が大きなアーチ上
をなしていたことが分かっている。丹下もこれをアー
チと呼んでいた。アーチと吊りからスタートしていた
のである。
　丹下は、19歳の時、ル・コルビュジエのソヴィエト・
パレス案に衝撃を受けて建築家への道を選んだ。35
歳の時、ニーマイヤーの〈聖フランシスコ・デ・アシス
教会〉を参考にした。そして、51歳の年、代表作〈国立
屋内総合競技場〉を作った。
　この三つに共通するのは、アーチと吊りのダイナ
ミックな構造表現にほかならない。丹下は、ル・コル
ビュジエが果たせなかった20世紀の構造技術を駆使
した建築表現という夢を、確かに果たしたのである。
　丹下は、建築家としての生涯の最後の方で、もう一
度、ニーマイヤーの仕事に関心を持った。それは最後
の代表作となる〈東京都庁舎〉である。都庁舎の設計
は、当初、コンペではなく丹下に発注されると誰もが
考えていたが、その段階でのこと、1985年の夏、丹下
は事務所のスタッフを連れて、ブラジリアへの調査に
出かけている。そして、ニーマイヤー邸でルイジ・コス
タと出会った。
　丹下は当初からツイン・タワーで案を進めている。
もちろん、ニーマイヤーの〈行政棟〉以外に、ミノル・ヤ
マサキの〈ワールド・トレード・センター〉のツイン・タ
ワーも調べているので、〈聖フランシスコ・デ・アシス
教会〉のように明確にではないが、〈ワールド・トレー
ド・センター〉から何らかの想を得た可能性はある。
　欧米圏以外の世界で、丹下とニーマイヤーは、ル・コ
ルビュジエ以後の20世紀建築を代表する二人の建築
家であった。
　丹下が、建築家としての生涯に渡り、ニーマイヤー
の建築に直接学び、あるいは強い関心を持っていたこ
とは以上のように明らかであるが、一方、ニーマイ
ヤーが丹下をどのように見ていたかは、日本では知ら
れていない。
